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栗山町立地適正化計画 （概要版） 

1．目的、位置づけと役割 【計画書Ｐ１～】 

平成 26 年８月の都市再生特別措置法の改正に

より立地適正化計画が制度化されたことを受け、

「栗山都市計画マスタープラン」に即しつつ、栗山町

の実情にあったコンパクト・プラス・ネットワークのま

ちづくりのあり方、実現に向けた取組を定め、持続

可能なまちづくりに資することを目的に「栗山町立

地適正化計画」（以下、「本計画」）を策定します。 

立地適正化計画は、都市計画マスタープランの

一部とみなされます。本町の最上位計画である「総

合計画」、及び北海道が策定する都市計画に関する

上位計画である「栗山都市計画 都市計画区域の

整備、開発及び保全の方針」に即するとともに、町の

他の分野の関連計画と連携・整合を図りながら「都

市計画法に基づく取組」、「都市再生特別措置法に

基づく取組」、「その他関連する施策・取組」を進め

ていくものです。 

２．計画期間 【計画書Ｐ3】 

本計画の計画期間は、「栗山都市計画マスタープ

ラン」の目標年次に合わせ、令和５（2023）年度か

ら令和 26（2044）年度とします。 

３．対象区域 【計画書Ｐ4】 

本計画の対象区域は、栗山都市計画区域（約

4,017ha）とします。 

 

  

図 立地適正化計画の位置づけ 

図 立地適正化計画の対象範囲 

図 立地適正化計画のイメージ 

図 立地適正化計画の特徴 
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４．現況と課題 【計画書Ｐ6～】 

現況から将来分析（懸念される事項）を整理し、解決すべき課題を以下のとおり設定しました。 

区分 将来分析（懸念される事項） 解決すべき課題 

人口 
・人口減少・高齢化によるまちづくり・コミュニティの担い手減少が懸念される。 

・人口減少により各種施設・サービス利用者の減少が懸念される。 

 

土地 
利用 

・人口減少による空地・空き家の増加が懸念される。 

・老朽建物の未更新による地域の安全性の低下が懸念される。 

都市 
交通 

・人口減少による JR 線、バスの交通サービスの低下が懸念される。 

・高齢化の進行による交通サービスの維持・向上の必要性が高まることが想

定される。 

経済 
活動 

・人口減少による、中心市街地や幹線道路沿道の事業所・働く場の減少が懸

念される。 

・栗山市街地に事業所・従業者が集まっているが、今後人口減少による事業所

の流出が懸念される。 

財政 
・人口減少による税収の低下が懸念される。 

・高齢化進行による医療費・扶助費による財政への圧迫が懸念される。 

・公共施設やインフラの老朽化により、更新費用の高騰が懸念される。 

地価 
・人口減少、宅地需要の低迷による住宅地の地価下落が懸念される。 

・事業所減少による商業地の地価の下落が懸念される。 

災害 
・災害の危険性がある地域の居住安全性について検証が必要。 

・人口減少・高齢化により地域の防災・避難体制維持が困難になることが懸

念される。 

都市 
機能 

・人口減少による生活利便サービスの低下が懸念される。 

・高齢化による生活利便サービスへのアクセス低下、特に都市機能の集積が

少ない角田市街地での利便性低下が懸念される。 

都市 
施設 

・施設老朽化による更新・長寿命化の必要性。 

・人口見通しを踏まえた整備・更新のメリハリ付けの検討が必要。 

５．まちづくり方針 【計画書Ｐ53～】 

解決すべき課題に取組むため、4 つの区分から拠点、居住ゾーン、ネットワーク、その他の位置づけまちづくりの方針

を設定します。 

区分 名称 位置づけ、方向性 

（1）拠点 

にぎわいが持続する中心拠

点の形成 

中心拠点 
・本町の各種生活利便サービスの中核をなすエリアで、将来も中核

的な役割を果たすため都市機能の集積・維持と賑わいづくりを進

めます。 

（2）居住ゾーン 

安らぎと安心を備えた、居住

ゾーンの形成 

利便性が持続 
する居住ゾーン 

・栗山市街地において一定の居住密度を確保することにより、生活

利便サービスと公共交通サービス、徒歩等による快適な移動環境

の維持を図ります。 

ゆとり居住ゾーン 
・人口密度は低いながらも、交通ネットワークや周辺の自然環境を

生かし居住環境の維持を図ります。 

（3）ネットワーク 

高齢になってもお出かけしや

すい、バス等の移動ネットワ

ークの形成・維持 

主要な公共交通 
ネットワーク 

・子どもからお年寄りまで、買い物、通院、通勤・通学等お出かけ・移

動の中心的な公共交通のネットワークを形成・維持します。 

市街地回遊軸 
・『健幸まちづくり』の取組と連動し、徒歩や自転車による歩いて暮

らせる移動ネットワークと、コミュニティバス等を組み合わせた、市

街地内の回遊ネットワークを形成します。 

（４）その他 
持続可能な 
開発エリア 

・働く場や交流の場を整備することで、周辺の居住ゾーンへの定住

を促します。 

○栗山市街地における 

求心性・拠点性の確保 

・中心市街地のにぎわいづくり 

○角田市街地における 

生活利便性の確保 

・施設配置、ネットワーク整備 

○継立市街地を含む町内の 

円滑な移動ネットワークの確保 
・公共交通サービスの維持・改善 

○持続可能な財政運営・経済活動へ

の貢献 

・公的不動産の活用 

・ストックの再編 

○高齢者や子育て世帯にも配慮し

た、「健幸都市づくり」への貢献 

・市街地の快適な歩行空間 

○安全・快適に住み続けられる環

境の確保 

・災害リスクの回避・低減 

・災害対応体制、コミュニティの維持 
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ゆとり居住 
ゾーン② 

中心 
拠点 

持続可能な 
開発エリア② 

ゆとり居住
ゾーン① 

主要な公共交通 
ネットワーク 

市街地 
回遊軸 

利便性が 
持続する 
居住ゾーン 

持続可能な 
開発エリア① 

 

 

 

 

  

【計画対象外区域について】 

・「継立市街地」と「郊外地域」は、本計画の区域外ではありますが、「郊外居住ゾーン」と位置づけ、「栗山都市計画マスタープラ

ン」に基づきまちづくりを進めます。 
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6．誘導区域と誘導施設の設定 【計画書Ｐ58～】 

本計画における都市機能誘導区域、居住誘導区域と誘導施設は、次のとおり設定します。 

  

カルチャープラザ 

JR 栗山駅 

図書館 

スポーツセンター 

郵便局 

商業施設 

表 都市機能誘導区域の設定の考え 

表 居住誘導区域の設定の考え 

39ha 

278ha 
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栗山赤十字病院 

役場本庁舎 

地域包括支援センター 

表 誘導施設一覧 

◎：誘導施設  ○：立地が望ましい施設 

【都市機能誘導区域】 

・都市機能誘導区域とは、医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に誘導し集約することにより、

これらの各種サービスの効率的な提供を図る区域。 

【居住誘導区域】 

・居住誘導区域とは、人口減少の中にあっても一定エリアにおいて人口密度を維持することにより、生活サービスや

コミュニティが持続的に確保されるよう、居住を誘導すべき区域。 
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７．届出制度 【計画書Ｐ81】 

居住誘導区域外または都市機能誘導区域外などで以下の行為を行う場合、これらの行為に着手する 30 日前ま

でに、届出が必要になります。 

なお、届出は、誘導区域外での住宅開発、誘導施設の整備を制限するものではありません。 

 区分 届出対象行為 

居
住
誘
導
区
域 

開発行為 

①３戸以上の住宅の建築目的の開発行為 

②1 戸または２戸の住宅の建築目的の開発行為で、その規模が 1,000 ㎡以上のもの 

③住宅以外で、人の居住の用に供する建築物として条例で定めたものの建築目的で行う開発行為

（例えば、寄宿舎や有料老人ホーム等） 

建築等行為 

①3 戸以上の住宅を建築しようとする場合 

②人の居住の用に供する建築物として条例で定めたものを新築しようとする場合（例えば、寄宿舎

や有料老人ホーム等） 

③建築物を改築し、又は建築物の用途を変更して住宅等（①、②）とする場合 

都
市
機
能
誘
導
区
域 

開発行為 ①誘導施設を有する建築物の建築目的の開発行為を行おうとする場合 

建築等行為 

①誘導施設を有する建築物を新築しようとする場合 

②建築物を改築し誘導施設を有する建築物とする場合 

③建築物の用途を変更し誘導施設を有する建築物とする場合 

休廃止する場合 ③都市機能誘導区域内で、誘導施設を休止又は廃止しようとする場合 

８．誘導施策 【計画書Ｐ83】 

本計画において設定した都市機能誘導区域や居住誘導区域において、誘導施設や居住などを誘導するため、ま

た、その他の区域（持続可能な開発エリア）や郊外居住ゾーンでの居住環境の維持を図るため、法律、国等の支援を

受けて市町村で行う施策、町独自に講ずる施策を検討し、実施します。 

 
方 針 

誘導施策 

法律、国等の支援により 

実施または検討 
町が独自に実施または検討 

都
市
機
能
誘
導
区
域 

○中心拠点への、中核的な施設機

能、集客力のある施設機能の誘導

を図ります。 

○歩いて暮らしやすい、中心拠点の回

遊空間の確保を進めます。 

○駅前通、国道 234 号を柱とした、

地域間をつなぐ強固な移動ネット

ワークの維持に努めます。 

・都市機能誘導区域外の誘導施設

の整備に係る届出 

・地域創造支援事業：スマートウェ

ルネス関連 

・都市構造再編集中支援事業 

など 

・栗山赤十字病院改築事業の推進 

・社会体育施設の計画的な改修 

・商工業者の経営安定・改善・新規創業の支援 

・市街地整備を検討・推進 

・空き店舗・空き地情報の発信 

・地域公共交通の維持・確保と利便性の向上 

・町営バスの運行による交通弱者の移動手

段確保                    など 

居
住
誘
導
区
域 

○歩いて暮らしやすい、中心拠点周辺

のアクセス空間の確保を図ります。 

○居住ゾーンにおける、災害リスク

の低減、及びリスクの低いエリア

への居住誘導を図ります。 

○快適で住みやすい、住環境の形

成・維持に努めます。 

○今ある基盤施設や、土地・建物の

有効活用を図ります。 

・居住誘導区域外の一定規模以上

の住宅の建築・開発に係る届出 

など 

・住宅団地の造成 

・生活環境の保全と空き家対策の実施（空き

家バンク） 

・公営住宅の整備・改修 

・移住・定住の促進（移住者への中古住宅取

得支援） 

・若者・子育て世代の定住環境の整備（若者

チャレンジ支援住宅整備事業） 

など 

任
意
の
区
域 

○駅前通、国道 234 号を柱とした、

町内の地域間をつなぐ強固な移動

ネットワークの維持に努めます。 

○今ある基盤施設や、土地・建物の

有効活用を図ります。 

 

 ・角田、継立地区での公共・公益施設の計画

的な整備・改良 

・積極的な企業誘致活動の実施 

・工業団地の造成 
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9．防災指針 【計画書Ｐ86】 

防災指針とは、居住や都市機能の誘導を図るう

えで必要となる都市の防災に関する機能の確保を

図るための指針となります。 

立地適正化計画においては、災害リスクを踏ま

え課題を抽出し、都市の防災に関する機能の確保

のため、具体的な取組を定めることとなります。 

表 具体的な取組とスケジュール 

 

 

  

表 栗山町で想定される災害ハザード 
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10．目標値の設定 【計画書Ｐ99】 

栗山町総合計画、栗山都市計画マスタープラン、栗山町国土強靭化地域計画、都市再生整備計画と整合を図り、目標

値の設定を行います。 

 

指標 現況値 

目標値 

中間年 

（2034 年） 
目標年 

（2044 年） 

都市 

機能 

誘導施設数 12 施設 現状維持 現状維持 

区域内の施設利用者数 41,200 人 35,000 人 28,000 人 

居住 

都市機能の徒歩圏カバー率 

医療：53.8% 

商業：58.4% 

福祉：75.8% 

子育：71.9% 

医療：54.4% 

商業：59.0％ 

福祉：76.0% 

子育：71.9% 

医療：55.0% 

商業：59.8% 

福祉：78.1% 

子育：71.4% 

居住誘導区域内の人口密度 
26.6 人/ha 

R2 国勢調査 
21.0 人/ha 20.0 人/ha 

公共 

交通 
町内循環バスの利用者数 26,035 人 21,000 人 17,500 人 

防災 

新たな避難場所の確保 
指定避難所 

16 箇所 

指定避難所 

19 箇所 

指定避難所 

19 箇所 

自主防災組織数 
自主防災組織 

14 組織 

自主防災組織 

16 組織 

自主防災組織 

26 組織 

 

11．計画の評価 【計画書Ｐ101】 

計画の運用は、おおむね５年毎に計画に記載された施策・事業の実施状況について調査、分析及び評価を行

い、その結果と社会情勢の変化等も踏まえながら、適宜見直しを行います。 

 

 

 

 

Plan 

計画の策定・改定 

Do 

計画の実行 

Chack 

計画の点検 

目標値の評価検証 

Act 

計画の見直し 

栗山町立地適正化計画（概要版） 

令和５年４月 

栗山町 建設課 

〒069-1513    夕張郡栗山町松風３丁目２５２番地 

電話：0123-72-1111（代表）  FAX：0123-72-3179 


